
（別紙３）

○事業所名 e-life

○保護者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 30名 （回答者数） 11名

○従業者評価実施期間 2025 年 10 月 20 日 ～ 2025 年 11 月 20 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 12名 （回答者数） 12名

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　12月　13日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

将来に向けての支援が充実している。
個別化された生活作業訓練、耐久力・集中力の向上など

・職業的なスキルだけでなく生活に必要な動作を細かく分解し
それぞれの特性に合わせて習得を目指しています。
・就労で働くには一定時間座って作業に取り組む耐久性や集中
力の維持が必要になってくるため個別の課題を準備し決められ
た時間取り組めるようサポートを行っております。

利用者様一人一人が将来に向けての充実に繋がるよう、事業
所運営に努めてまいります。

2

ご利用者様が安心して通所できる環境作りをしている。 「できた」「楽しい」と思える活動の提案を行っています。保
護者様にアンケートにご協力していただいたり、ご利用者様に
も希望をお聞きし活動に反映させています。

アンケートだけでなく、日常的にご利用者様や保護者様の声
を拾い上げる機会を増やしていけるよう努めてまいります。

3

定期的に活動の様子を発信しています。 自事業所では、ご利用者様の活動の様子や就労に向けた取り組
みなどをお便りや公式lLINEを通じて定期的に発信し、ご家族
様との情報提供に努めています。

ご利用者様や保護者様が喜んでいただけるよう努めてまいり
ます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

兄弟や地域の子どもたちとの交流の場が少ない 会社全体を通してお祭りを開催していますが自事業所では行え
ておりません。

地域でのイベントに参加できるよう検討してまいります。

2

ご家族様に対して家族支援プログラムやご家族様が参加できる
研修会や情報提供の機会が少ない

今年度は保護者参加型の社会見学や保護者会を開催をさせてい
ただきましたが、参加者も少なくニーズに合っていないように
思いました。

個別面談時には、家庭で困っていることを傾聴し、解決に役
立つ情報の提供に努めてまいります。

3

就労を目指した施設になる為、低学年のお子様が利用しにくい 就労準備型ではありますが、低学年のお子様もご利用していた
だけるよう活動の設定をしております。しかし「低学年には難
しい」などのイメージがついている。

年齢に合わせた課題提供を行っていることや一人一人に合わ
せて活動の提案を行っている事を継続して発信していきます
。

事業所における自己評価総括表公表


